
   

   

 

 

― 白子町農業委員会だより ＮＯ．１４ ― 

 

 

農業委員及び農地利用最適化推進委員を皆さんに紹介します。 

 

「女性の力」で未来の農業をもっと元気に… 

 

白子町幸治 吉 野 定 子  さん （農業委員） 

 

 「基本的に体を動かすことが好きなの。気分転換はインディアカ、卓球をすること！」  

赤く色づき始めたトマトを見つめながら、元気いっぱいに話す吉野さん。ハウス栽培１３５０坪、水

稲６０ａを、夫の勝智さん、長男の雄介さんとともに取り組んでいます。 

 

保育士として養護施設に７年間勤めた

後、縁あって白子町に嫁いで３３年。家

事、子育てをしながら農業に携わり、勝智

さんとともに、野菜を育てる楽しさ・収穫の

喜びを感じてきた。現在、ヤシガラ培地に

よる養液栽培に取り組んでいる。「台風被

害など厳しい時もあるけれど、赤く実った

トマトを見ると、自然と幸せな気持ちにな

ってくる。」と微笑む。 

 

雄介さんが就農して５年。勝智さんから

農業を学ぶとともに、“これからの農業”を

家族で話し合い、家族経営協定を結ぶとともに農業者年金にも加入した。 

「次世代の農業者、または女性が意欲を持って働けるよう、農業委員として考えていきたい。まず

は、農業者年金の加入促進に努めていきたい。」と語る。委員２期目を迎え、白子町のこれからの

農業を真摯に考える凛とした姿と、女性として、母親としての優しさが、とても印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヤシガラ培地による養液栽培を導入】         【「幸せな気持ち！」にさせてくれるトマト】 
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農地に係る相談は、それぞれの地域の農業委員・推進委員、または、農業委員会事務局までお問い合わせください。 

白子町農業委員会事務局 ０４７５（３３）２１１５ 

 
○農地の利用状況調査 

 

 

農業委員会は、毎年 1 回、遊休農地の把握と発生の防止、違反転用の早期発見等を目的として、町内全域の農地の

利用状況について調査を実施しています。昨年の調査結果では、町内には、約 ３３．５ｈａの遊休農地があり、農地全体

に占める割合は、２．４％になります。遊休農地は火災や不法投棄、病害虫の発生原因となり、隣接農地や周辺住民の

方の生活環境に大きな支障をきたす可能性がありますので、除草や病害虫防除等、農地の適正管理をお願いします。 

また、町では、遊休農地対策として、草刈機（バロネス、スライドモア）の貸出しや、遊休農地を解消した際に、補助金

交付を実施しています。 

 

 農地の利用状況調査と農地パトロール 

○利用状況調査の目的と進め方 

＊目的  ・地域の農地利用の総点検 

       ・遊休農地の実態把握と発生防止・解消指導と違反転用発生防止及び早期発見・是正対策 

＊進め方 「農地パトロール」 ９月～１０月実施 

 遊休農地とは…農地法第３２条第１項及び第２項において 

(1)現に耕作の目的に供されておらず、かつ、引き続き耕作の目的に供されないと見込ま

れる農地 【再生利用が可能な荒廃農地（１号遊休農地）】 

(2)その農業上の利用の程度が周辺の地域における農地の利用の程度に比し著しく劣って

いると認められる農地 【低利用農地（第２号遊休農地）】 

 荒廃農地とは…現に耕作の目的に供されておらず、耕作の放棄により荒廃し、通常の農作業では作物の 

栽培が客観的に不可能となっている農地。 

＊確認事項 ①遊休農地の把握 

        ②利用意向調査で示された意思どおりに利用の増進が図られているかの確認 

③農地法の許可案件の履行状況確認 

④農業経営基盤強化促進法による利用権設定農地の履行状況確認 

⑤農地の違反転用の発生防止と早期発見・是正 

⑥相続税・贈与税納税猶予特例適用農地の利用状況確認 等 

 

 遊休農地等の所有者等に対する利用意向調査等 

農地の利用状況調査結果により、遊休農地と判断された農地の所有者に対し、毎年１１月に利用意向調査を送付

し、農地について調査します。 

   ○遊休農地の利用意向の選択肢  ①耕作を再開する 

                         ②受け手を探して貸し付ける 

③農地中間管理機構に農地を貸し付ける 

                         ④農地利用集積円滑化事業により受け手を探してもらう 

                         ⑤その他、農業委員会による斡旋を希望する 等 

○農地中管理機構の活用 

利用意向調査により、「農地中間管理機構への農地の貸し付け」を希望する場合は、農業委員会は、その旨を

農地中間管理機構へ通知します。また、農地所有者等の意思を勘案しつつ、農業委員会が必要な斡旋や利用

調整を行います。 

また、「利用意向どおり対応しない。」「意向の表明がない。」場合等について、一定期間経過後（次年度の利

用状況調査後。）に、農地の所有者に対して「農地中間管理機構による農地中間管理権の取得について、農地

中間管理機構と協議すべきこと。」を勧告するとともに、その旨を、農地中間管理機構に通知します。 
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